
一般質問と答弁
議決結果・賛否一覧表
反対討論・賛成討論
政務活動費
研修会等・編集後記
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諸志共同売店 ― 人が集い、地域をつなぐ場所 ―
　今帰仁村字諸志にある「諸志共同売店」は、昭和32年に建てられた歴史ある共同売店です。木造の建物や赤い郵便ポストが残る風景は、
昔ながらの地域の暮らしを今に伝えています。現在は、諸志区民の與那嶺稔さん・和代さん夫妻が、諸志区から店舗を借り受け運営して
います。店内には手作り弁当や惣菜、駄菓子、日用品が並び、地域農家が育てた野菜などの農産物も販売されています。地元で取れた農
産物を気軽に購入できる場として、地域農業を支える役割も担っています。人気の手作り弁当は昼前に売り切れる日もあり、子どもたち
には沖縄ぜんざいや駄菓子も親しまれています。また、與那嶺さん夫妻は「ここが休憩場所だし、ここが家」という思いを大切に、地域
に寄り添った売店づくりを続けています。子どもたちの放課後の居場所、高齢者の買い物や“ゆんたく” の場として、多くの住民に親しま
れています。高齢化が進む中、歩いて集い、支え合える地域の場はますます重要です。諸志共同売店は、単なる売店ではなく、人と人と
のつながりや地域文化、地域農業を未来へつなぐ、諸志区の大切な拠点となっています。
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9 名が一般質問しました　3 月 17日 (火)・18 日 (水) （通告順）

❶

❶
❷
❸
❹
❺

❶
❷
❸
❹

❶
❷

❶
❷

❶
❷

❶
❷
❸

❶
❷
❸
❹
❺
❻
❼
❽

❶
❷
❸

沖縄県名木百選について

呉我山の土地購入について
ベルパライソへの水道管について
乳幼児への支援について
長寿健康増進事業について
新たな交通手段について

村民が住みやすい持続可能な村づくりについて
北山文化圏センター整備事業について
農業の振興について
地域課題について

今帰仁村こども医療費助成制度の拡充について
キャンプ場（総合運動公園内）について

生活排水について
農道の整備について

防災について
戦没者慰霊塔移設及び平和の森公園の整備について

施政方針について
ラーケーション導入について
農林水産畜産業の振興について

議員報酬について
投票時間の繰上げについて
高齢者の居場所について
交通弱者対策について
子どもの県外派遣（離島、国内、国外）
生態系サービスへの支払いについて
古宇利小学校跡地について
ふるさと納税について

ふるさと納税について
宿泊税について
村営パークゴルフ場について

根路銘弘美

座間味　靖

島袋　輝也

山城　　太

上間　　聰

座間味　薫

島袋　　誠

石嶺美奈実

與那　勝治

3p

4p

5p

6p

7p

8p

9p

10p

11p

●の数字は掲載された質問です。 ●の数字の質問は紙面の都合上割愛されています。本会議録については各字公民館に配布の予定です。
詳しく調べたい方は、公民館もしくは議会事務局までお立ち寄りください。

3月定例会
会期日程（ 3月5日～19日）一 般 質 問一 般 質 問一 般 質 問
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今
帰
仁
村
で
新
た
に
名
木
認

定
申
請
を
す
る
予
定
は
あ
る
か
。

●●答 　
久
田
浩
也
村
長

名
木
認
定
申
請
を
す
る
予
定

は
現
在
持
ち
合
わ
せ
て
い
な
い
。

地
域
か
ら
の
推
薦
な
ど
が
あ
っ

た
場
合
、
県
の
定
め
る
認
定
要
件

な
ど
に
照
ら
し
合
わ
せ
て
市
町

村
長
か
ら
県
知
事
に
申
請
書
を

提
出
し
、
選
考
委
員
会
に
諮
ら
れ

る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

 　
村
で
現
在
、
与
那
嶺
の
ア
カ

ギ
、
今
泊
の
コ
バ
テ
イ
シ
、
天

底
小
学
校
の
ガ
ジ
ュ
マ
ル
が
認

定
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
、
20

年
間
認
定
さ
れ
て
い
な
い
。
戦

後
81
年
に
な
り
名
木
は
育
っ
て

い
る
。
運
天
港
（
旧
古
宇
利
島

船
着
き
場
）
に
あ
る
コ
バ
テ
イ

シ
（
モ
モ
タ
マ
ナ
、
ク
ワ
デ
ィ

ー
サ
ー
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
）

は
圧
倒
さ
れ
る
幹
の
太
さ
と
枝

ぶ
り
で
あ
る
。

　

懇
謝
堂
（
ク
ン
ジ
ャ
ド
ウ
）
に

あ
る
ガ
ジ
ュ
マ
ル
は
ク
ガ
ニ
ム

イ
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
法
人
懇

謝
堂
ク
ラ
ブ
が
管
理
し
守
ら
れ

て
い
る
。
壮
大
で
木
の
幹
の
下

に
行
っ
て
み
る
と
歴
史
を
感
じ

る
立
派
な
幹
で
あ
る
。
地
元
の

１
０
０
歳
に
な
ら
れ
る
方
の
お

話
に
よ
る
と
「
幼
い
頃
か
ら
今

の
場
所
に
あ
っ
た
」
と
伺
っ
た
。

　

平
敷
に
デ
イ
ゴ
が
２
本
あ
る

が
途
中
１
本
に
繋
が
っ
て
い
る
。

ひ
ま
わ
り
サ
ー
ク
ル
が
管
理
し

て
お
り
、
令
和
７
年
度
沖
縄
県

緑
化
コ
ン
ク
ー
ル
で
緑
化
功
労

賞
を
受
賞
し
て
い
る
。

　

そ
こ
に
「
つ
な
ぎ
」
と
い
う

看
板
を
立
て
、
沢
山
の
人
た
ち

が
写
真
を
撮
り
に
訪
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
平
敷
の
国
道
５
０
５
号

沿
い
に
シ
ン
ボ
ル
的
な
古
木
の

ガ
ジ
ュ
マ
ル
が
あ
る
。
街
灯
の

な
い
時
代
に
ス
ク
ミ
チ
を
行
き

交
う
人
々
の
為
に
ガ
ジ
ュ
マ
ル

の
根
元
に
ト
ゥ
ー
ブ
シ
（
燃
料

の
素
に
な
る
松
脂
）
が
置
か
れ
、

旅
人
が
利
用
し
た
こ
と
か
ら
テ

ィ
ー
ビ
ガ
ジ
ュ
マ
ル
と
い
う
名

前
が
付
い
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
名
木
を
選
定
す
る

に
は
ど
の
よ
う
な
条
件
が
必
要

な
の
か
伺
う
。

●●答 　
経
済
課
長

名
木
を
選
定
す
る
基
準
と
し

て
県
の
定
め
る
お
き
な
わ
の
名
木

百
選
実
施
要
綱
が
あ
る
。
目
的

と
し
て
は
巨
樹
・
巨
木
等
の
名
木

を
保
護
・
管
理
・
衛
生
環
境
の
保

全
及
び
普
及
啓
発
を
推
進
す
る
た

め
、
名
木
の
認
定
要
件
、
手
続
き
、

保
護
保
全
対
策
及
び
普
及
啓
発
等

に
関
し
、
必
要
な
事
項
が
定
め
ら

れ
て
い
る
。
要
件
は
、
地
域
に
親

し
ま
れ
て
い
る
樹
木
、
地
域
に
大

切
に
さ
れ
て
い
る
樹
木
、
由
緒
の

あ
る
樹
木
、
貴
重
ま
た
は
稀
少
な

樹
木
、
そ
の
他
名
木
と
し
て
ふ
さ

わ
し
い
樹
木
な
ど
が
掲
げ
ら
れ
、

認
定
基
準
は
、
次
の
い
ず
れ
か
一

つ
に
該
当
す
る
必
要
が
あ
る
。
樹

高
は
地
上
か
ら
の
高
さ
が
13
ｍ
以

上
、
地
上
高
1.2
ｍ
に
お
け
る
幹
周

り
が
３
ｍ
以
上
。
樹
齢
推
定
70
年

以
上
で
あ
る
。
そ
れ
か
ら
樹
形
や

容
姿
が
端
麗
ま
た
は
珍
し
さ
に
お

い
て
特
に
優
れ
て
い
る
と
い
う
こ

と
で
、
い
ず
れ
か
１
つ
に
該
当
す

る
こ
と
が
基
準
と
な
っ
て
い
る
。

 　
今
後
、
推
薦
す
る
に
あ
た

っ
て
村
は
前
向
き
に
検
討
す
る

と
い
う
こ
と
だ
が
区
長
な
ど
か

ら
情
報
を
得
な
が
ら
検
討
い
た

だ
け
る
か
伺
う
。

●●答 　
経
済
課
長

提
案
い
た
だ
い
た
木
の
所
在

地
・
所
有
者
・
管
理
さ
れ
て
い

る
方
な
ど
と
確
認
し
な
が
ら
県

の
定
め
る
基
準
に
合
致
す
る
の

で
あ
れ
ば
申
請
書
を
提
出
す
る

形
で
進
め
て
い
け
れ
ば
と
考
え

て
い
る
。

 　
今
後
、
新
し
い
施
設
な
ど
の

植
栽
計
画
に
記
念
木
と
し
て
将

来
名
木
に
な
る
木
を
植
え
て
は

い
か
が
か
。

●●答 　
村
長

植
栽
の
必
要
性
に
つ
い
て
確

認
し
、
必
要
な
場
合
は
施
設
の
利

用
対
象
者
や
利
用
形
態
な
ど
を

勘
案
し
、
植
栽
計
画
を
た
て
る

こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
て
い
る
。

 　
今
後
、
北
山
文
化
圏
セ
ン
タ

ー
の
植
栽
に
つ
い
て
具
体
的
な

計
画
を
持
っ
て
い
る
か
伺
う
。

●●答 　
比
嘉
克
雄
副
村
長

　
今
の
と
こ
ろ
植
栽
計
画
は
持

ち
合
わ
せ
て
い
な
い
が
ソ
ー
リ

川
周
辺
の
自
然
レ
ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
ゾ
ー
ン
の
整
備
に
向
け
て

計
画
し
て
い
る
の
で
、
そ
の
中

で
し
っ
か
り
と
植
栽
を
計
画
し

て
い
き
た
い
。

 　
自
然
・
緑
豊
か
な
今
帰
仁
村

の
Ｐ
Ｒ
を
含
め
て
、
村
長
が
こ

れ
か
ら
ど
の
よ
う
に
村
の
自
然

環
境
を
守
り
取
り
組
ん
で
い
く

か
を
伺
う
。

●●答 　
企
画
財
政
課
長

　
村
に
原
風
景
が
残
っ
て
い
る
と

い
う
希
少
性
も
あ
る
と
理
解
し
て

い
る
。
将
来
に
渡
っ
て
村
民
に
親

し
ま
れ
る
緑
の
景
観
保
持
を
し
っ

か
り
と
形
成
し
て
い
く
べ
く
、
適

切
に
樹
種
な
ど
を
選
定
し
、
計
画

的
な
植
栽
を
し
っ
か
り
と
推
進

し
て
い
く
考
え
で
あ
る
。

根路銘 弘美 議員

問 1
沖
縄
県
名
木
百
選

▲平敷ひまわりサークル
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呉
我
山
の
土
地
購
入
に
つ
い
て

役
場
Ｏ
Ｂ
や
地
域
住
民
か
ら
疑
念

の
声
が
出
て
い
る
。
法
的
に
疑
義
が

あ
る
土
地
購
入
を
誰
が
提
案
し
た
の

か
、
役
場
内
で
議
論
し
た
の
か
、
価

格
は
適
正
な
の
か
等
、
以
下
の
点
に

つ
い
て
伺
う
。
①
誰
が
提
案
し
た
の

か
、
役
場
内
で
し
っ
か
り
議
論
し
た

の
か
。②
家
屋
解
体
料
１
６
0
万
円
、

5
3
6
㎡
の
土
地
購
入
費
2,

０
0
0
万
円
の
根
拠
は
ど
う
な
っ
て

い
る
か
、
地
価
な
ど
の
査
定
は
し
た

の
か
。
③
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区

域
は
他
に
も
あ
る
と
聞
く
が
そ
こ

と
の
整
合
性
は
ど
う
か
。

令
和
７
年
12
月
定
例
会
で
提

案
が
あ
っ
た
「
令
和
７
年
度
今

帰
仁
村
一
般
会
計
第
７
回
補
正

予
算
に
つ
い
て
」（
議
案
第
67
号
）

に
つ
い
て
は
、
修
正
動
議
が
出

さ
れ
、
反
対
討
論
、
賛
成
討
論

が
あ
り
、
原
案
が
可
決
さ
れ
た

議
案
で
す
が
、
改
め
て
一
般
質

問
を
行
い
ま
し
た
。
そ
れ
に
対

し
て
村
長
か
ら
反
問
権
の
行
使

が
あ
り
ま
し
た
。（
反
対
討
論
、

賛
成
討
論
に
つ
い
て
は
、
13
・

14
頁
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。）

反
問
　
村
長

「
呉
我
山
の
土
地
購
入
に
つ
い
て
、

役
場
Ｏ
Ｂ
や
地
域
住
民
か
ら
の
疑
念

の
声
が
出
て
い
る
。
法
的
に
疑
義
が

あ
る
」
と
い
う
部
分
に
つ
い
て
、
質

問
の
意
図
を
明
確
に
す
る
べ
く
、
反

問
権
を
行
使
さ
せ
て
い
た
だ
く
。
法

的
に
疑
義
が
あ
る
と
い
う
こ
と
だ

が
、
ど
の
法
令
の
ど
の
条
項
に
該
当

す
る
か
教
え
て
い
た
だ
き
た
い
。

反
問
へ
の
答
　

座
間
味
靖
議
員

　

１
つ
目
は
村
公
共
施
設
等
総
合
管

理
基
金
条
例
第
１
条
の
趣
旨
、
そ
れ

が
今
回
の
買
取
り
に
合
致
し
て
い
る

か
。
２
つ
目
は
総
合
管
理
計
画
に
し

っ
か
り
位
置
づ
け
さ
れ
て
こ
の
土
地
、

家
屋
を
買
っ
て
い
る
の
か
。
３
つ
目

は
地
方
自
治
法
第
２
条
第
14
項
及
び

地
方
財
政
法
第
４
条
１
項
の
規
定
に

基
づ
く
財
政
運
営
上
の
疑
義
が
あ
る
。

●●答 　
村
長

こ
れ
ま
で
の
全
員
協
議
会
、
さ
き

の
定
例
会
に
お
い
て
、
丁
寧
に
答
弁
し

て
い
る
の
で
、
ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
。

※
質
問
に
対
す
る
反
問

村
議
会
基
本
条
例
第
５
条
第
３
項

議
長
か
ら
本
会
議
、
委
員
会
及
び

全
員
協
議
会
へ
の
出
席
を
要
請
さ
れ

た
村
長
等
は
、
議
員
の
質
問
に
対
し

て
議
長
又
は
委
員
長
の
許
可
を
得
て

反
問
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 　
呉
我
山
の
土
地
購
入
の
場
所
は

家
屋
の
裏
手
に
は
木
々
が
生
い
茂

り
、
す
ぐ
に
危
険
な
状
況
で
は
な
い

と
考
え
て
い
る
。
こ
こ
に
住
ん
で
い

た
方
も
４
、５
年
前
か
ら
こ
の
家
に

は
住
ん
で
お
ら
ず
、
空
き
家
の
状
態

に
な
っ
て
い
る
。
そ
う
い
う
場
所
を

な
ぜ
村
は
購
入
し
た
の
か
疑
義
が

残
っ
て
い
る
。

●●答 　
副
村
長

　
当
該
場
所
は
人
命
に
影
響
を
及
ぼ

す
可
能
性
の
高
い
土
地
・
建
物
と
し
て

重
要
か
つ
緊
急
案
件
と
し
て
速
や
か

に
対
応
、
購
入
し
、
早
い
時
期
に
危
険

性
を
除
去
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

 　
家
屋
解
体
料
と
土
地
購
入
の

根
拠
を
伺
う
。

●●答 　
経
済
課
長

　
家
屋
の
解
体
料
に
つ
い
て
村
内
の

業
者
が
１
６
０
万
円
の
範
囲
内
で
取

壊
、
移
動
、
撤
去
な
ど
が
可
能
と
い

う
こ
と
で
見
積
書
を
い
た
だ
い
た
。

地
価
な
ど
の
査
定
に
つ
い
て
は
用
地

交
渉
の
中
で
土
地
所
有
者
か
ら
提
示

さ
れ
た
金
額
と
、
そ
れ
か
ら
平
成
30

年
度
に
算
定
さ
れ
た
物
件
費
、
補
償

費
や
こ
れ
ま
で
検
討
さ
れ
て
き
た
地

滑
り
や
崩
落
防
止
工
事
費
な
ど
と
の

比
較
、
検
討
を
行
っ
た
上
で
購
入
を

決
定
し
た
。

ベ
ル
パ
ラ
イ
ソ
が
建
設
さ
れ
た
当

時
、
ホ
テ
ル
が
独
自
で
水
道
管
を
引

き
、
現
在
で
は
３
軒
の
住
宅
が
そ
の

水
道
管
を
利
用
し
て
い
る
。
ホ
テ
ル

が
大
量
に
水
を
使
う
時
に
３
軒
の
住

宅
で
は
断
水
に
近
い
状
況
で
あ
る
。

新
た
に
ホ
テ
ル
建
設
が
計
画
さ
れ
て

い
る
が
水
道
管
に
つ
い
て
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
か
見
解
を
伺
う
。

●●答 　
村
長

新
た
な
ホ
テ
ル
建
設
に
つ
い
て
水

道
課
に
所
定
の
書
類
が
提
出
さ
れ
て

い
な
い
た
め
内
容
を
把
握
し
て
い
な

い
。
事
業
者
よ
り
計
画
及
び
予
定
使

用
水
量
が
提
出
さ
れ
た
場
合
は
適
切

に
対
応
し
て
い
く
。

幼
児
教
育
の
重
要
性
は｢

ペ
リ

ー
就
学
前
プ
ロ
グ
ラ
ム｣

で
高
く
評

価
さ
れ
て
い
る
。
浦
添
市
内
で
乳
幼

児
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
行
わ
れ｢

貧
困

対
策
は
赤
ち
ゃ
ん
か
ら｣

｢

脳
の
発

達
が
そ
の
後
の
土
台
に｣

等
、
乳
幼

児
期
か
ら
の
支
援
の
必
要
性
を
訴
え

て
い
る
。

●●答 　
村
長

す
こ
や
か
子
育
て
支
援
金
を
は
じ

め
医
療
ケ
ア
児
保
育
支
援
事
業
、
特

別
支
援
保
育
事
業
な
ど
、
出
生
期
か

ら
就
学
前
の
幼
児
に
対
し
て
様
々
な

支
援
を
行
っ
て
い
る
。

高
齢
化
が
進
み
運
転
免
許
返
納

者
が
増
え
て
い
る
。
買
い
物
や
病
院

へ
の
往
復
に
タ
ク
シ
ー
を
利
用
す
る

な
ど
経
済
的
負
担
が
増
し
、
喫
緊
の

課
題
だ
と
考
え
る
。
主
要
施
策
の
中

に｢

持
続
可
能
な
地
域
公
共
交
通
の

検
討｣

と
あ
る
が
、
現
状
を
伺
う
。

●●答 　
村
長

村
と
し
て
は
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
の
導

入
を
軸
に
関
係
機
関
と
の
調
整
を
重

ね
て
い
る
が
、
事
業
化
に
は
至
っ
て

い
な
い
。
持
続
可
能
な
地
域
公
共
交

通
に
つ
い
て
今
後
も
調
査
研
究
を
し

て
い
く
。

問 1
呉
我
山
の
土
地
購
入座間味　靖 議員

問 2
ベ
ル
パ
ラ
イ
ソ
へ
の

水
道
管

問 3
乳
幼
児
へ
の
支
援

問 4
新
た
な
交
通
手
段
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村
で
は
、
少
子
高
齢
化
と
人
口

減
少
が
進
み
、
独
居
高
齢
者
の
増
加

や
子
育
て
世
帯
の
負
担
、
地
域
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
の
希
薄
化
が
課
題
と
な
っ

て
い
る
。
福
祉
、
子
育
て
、
地
域
共

生
を
一
体
的
に
進
め
る
持
続
可
能
な

村
づ
く
り
に
つ
い
て
伺
う
。
①
子
育

て
支
援
の
現
状
と
充
実
②
地
域
共
生

社
会
と
重
層
的
支
援
体
制
の
整
備
③

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ナ
ー
ス
の
導
入
④
独

居
高
齢
者
対
策（
共
同
住
宅
の
導
入
）

⑤
子
育
て
支
援
住
宅
の
導
入
。

●●答 　
村
長

①
子
育
て
支
援
は
、
す
こ
や
か

子
育
て
支
援
金
な
ど
幼
児
期
か
ら
高

校
生
ま
で
各
種
施
策
を
実
施
し
て
い

る
。
今
後
は
、
３
～
５
歳
児
の
主
食

費
助
成
や
、
こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制

度
の
導
入
な
ど
支
援
の
充
実
を
図

る
。
②
地
域
共
生
社
会
の
実
現
に
向

け
、
関
係
機
関
と
連
携
し
、
全
世
代

に
対
応
し
た
包
括
的
支
援
体
制
を
構

築
す
る
。
③
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ナ
ー
ス

は
有
効
と
認
識
す
る
が
、
人
材
確
保

等
の
課
題
か
ら
導
入
予
定
は
な
い
。

④
独
居
高
齢
者
共
同
住
宅
は
具
体
的

な
検
討
に
は
至
っ
て
い
な
い
が
、
住

ま
い
の
確
保
は
重
要
で
あ
り
、
関
係

機
関
と
連
携
し
、
適
切
な
支
援
に
努

め
る
。
⑤
子
育
て
支
援
住
宅
は
、
重

要
課
題
で
あ
り
、
村
営
団
地
の
一
部

で
優
遇
入
居
を
実
施
し
て
い
る
。

　

本
事
業
は
、
本
村
の
歴
史
・

文
化
を
活
か
し
、
観
光
振
興
と

地
域
の
に
ぎ
わ
い
創
出
を
目
的

と
し
て
進
め
ら
れ
て
い
る
。
一

方
で
、
事
業
内
容
や
施
設
概
要
、

事
業
費
・
財
源
に
つ
い
て
、
住

民
か
ら
疑
問
や
不
安
の
声
が
あ

る
。
そ
こ
で
、
次
の
点
に
つ
い

て
伺
う
。
①
事
業
の
目
的
及
び

整
備
内
容
②
運
営
体
制
及
び
管

理
者
の
考
え
方
③
事
業
費
、
財

源
、
維
持
管
理
費
及
び
収
支
計

画
④
自
然
環
境
の
保
全
と
調
和

し
た
土
地
利
用
。

●●答 　
村
長

①
本
事
業
は
、
役
場
周
辺
の
公

共
施
設
再
編
と
既
存
施
設
の

活
用
に
よ
り
、
交
流
拠
点
と

し
て
整
備
を
進
め
て
い
る
。
②

運
営
は
指
定
管
理
者
制
度
の
導

入
に
向
け
調
整
す
る
。
③
事
業

費
は
沖
縄
北
部
連
携
促
進
事
業

に
よ
り
、
令
和
６
年
度
～
令
和

８
年
度
の
計
画
で
総
事
業
費

15
億
7
,

3
0
0
万
円
（
国
庫

補
助
12
億
5
,

9
0
0
万
円
、

地
方
債
約
３
億
円
）
を
見
込
む
。

維
持
管
理
費
や
収
支
は
今
後
算

定
す
る
。
④
当
該
地
域
は
ソ
ー

リ
川
の
水
源
に
よ
り
産
業
と
生

活
を
支
え
て
き
た
土
地
で
あ
り
、

整
備
後
も
自
然
環
境
と
調
和
し

た
利
活
用
を
進
め
る
。

●●答 　
副
村
長

　
質
問
要
旨
の
中
に
、
住
民
の
皆

様
か
ら
疑
問
や
不
安
の
声
が
あ

る
と
い
う
こ
と
が
あ
っ
た
。
そ
れ

に
対
し
て
、
真
摯
に
受
け
止
め

て
深
く
反
省
し
、
住
民
の
皆
様

に
も
お
わ
び
を
申
し
上
げ
た
い
。

今
後
は
、
事
業
概
要
、
事
業
の

進
捗
状
況
等
を
広
報
紙
な
ど
で

住
民
に
お
知
ら
せ
、
共
有
し
な

が
ら
事
業
を
進
め
て
い
き
た
い
。

本
村
は
、
農
業
を
基
幹
産
業

と
す
る
が
、
担
い
手
不
足
や

病
害
虫
、
イ
ノ
シ
シ
被
害
な

ど
課
題
が
深
刻
化
し
て
い
る
。

持
続
可
能
な
農
業
の
確
立
に

向
け
、
次
の
点
を
伺
う
。
①

新
規
就
農
の
促
進
策
、
②
病

害
虫
防
除
（
天
敵
防
除
）
へ

の
支
援
、
③
イ
ノ
シ
シ
被
害

対
策
の
現
状
と
強
化
④
農
畜

連
携
の
推
進
。

●●答 　
村
長

①
新
規
就
農
者
に
は
、
新
規

畑
人
資
金
支
援
事
業
に
よ
る
給

付
金
や
、
経
営
発
展
支
援
事
業

に
よ
る
機
械
・
施
設
導
入
支
援

を
実
施
し
て
い
る
。
②
病
害
虫
防

除
（
天
敵
防
除
）
は
、
産
地
協

議
会
を
通
じ
て
実
施
し
て
い
る
。

③
イ
ノ
シ
シ
対
策
は
、
被
害
情

報
に
基
づ
き
確
認
を
行
い
、
わ

な
設
置
な
ど
で
対
応
し
て
い
る
。

④
農
畜
連
携
は
、
堆
肥
づ
く
り

な
ど
循
環
境
型
農
業
に
向
け
調

査
研
究
を
進
め
る
。

地
域
の
安
全
確
保
と
防
災
の

観
点
か
ら
、
諸
志
水
路
に
つ
い

て
伺
う
。
水
路
は
、
農
業
用
水

と
、
大
雨
時
の
排
水
機
能
を
担

う
重
要
な
施
設
だ
が
、
土
砂
堆

積
や
草
木
の
繁
茂
に
よ
り
機

能
が
低
下
し
て
い
る
。
地
域
で

維
持
管
理
し
て
き
た
が
、
高
齢

化
に
よ
り
浚
渫
や
伐
採
が
困

難
と
な
っ
て
お
り
、
行
政
に
よ

る
計
画
的
管
理
が
必
要
で
あ

る
。
①
管
理
状
況
②
高
齢
化
へ

の
対
応
、
③
行
政
の
管
理
体
制

④
安
全
対
策
と
今
後
の
方
針
。

●●答 　
村
長

①
水
路
は
地
域
住
民
の
協
力

に
よ
り
維
持
管
理
さ
れ
て
い
る
。

②
多
面
的
機
能
支
払
交
付
金
を

活
用
し
、
重
機
の
レ
ン
タ
ル
等
で

対
応
し
て
い
る
。
③
全
て
を
行
政

管
理
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
り
、

地
域
と
連
携
す
る
。
④
地
域
の

要
望
を
踏
ま
え
、
安
全
確
保
と

負
担
軽
減
に
取
り
組
む
。

問 2
北
山
文
化
圏
セ
ン
タ

ー
整
備
事
業

島袋　輝也 議員

問 1
村
民
が
住
み
や
す
い
持

続
可
能
な
村
づ
く
り

問 4
地
域
課
題

問 3
農
業
の
振
興
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満
18
歳
ま
で
拡
充
し
て
は
ど

う
か
、
見
解
を
伺
う
。

●●答 　
村
長

施
政
方
針
で
申
し
述
べ
た
と

お
り
、
子
育
て
支
援
の
さ
ら
な
る

充
実
を
図
る
観
点
か
ら
、
令
和
９

年
度
よ
り
対
象
年
齢
の
上
限
を
現

行
の
満
15
歳
か
ら
満
18
歳
へ
と
引

き
上
げ
、
こ
ど
も
医
療
費
助
成
制

度
の
拡
充
を
予
定
し
て
い
る
。

 　
令
和
９
年
度
か
ら
と
の
こ
と

だ
が
、
８
年
度
内
に
は
難
し
い

か
伺
う
。

●●答 　
健
康
づ
く
り
推
進
課
長

令
和
９
年
度
の
実
施
を
予
定

し
て
い
る
。
子
育
て
支
援
策
の

充
実
に
向
け
て
早
期
実
現
を
目
指

し
て
い
た
が
、
全
国
的
に
標
準
シ

ス
テ
ム
の
改
修
等
が
行
わ
れ
て
お

り
、
本
村
の
ベ
ン
ダ
ー
に
確
認
し

た
が
、
他
市
町
村
の
シ
ス
テ
ム
改

修
等
が
あ
り
、
改
修
の
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
が
合
わ
な
い
。
可
能
な
限
り

対
応
し
て
い
く
が
、
８
年
度
中
は

難
し
く
、
９
年
度
の
制
度
開
始
に

向
け
た
準
備
期
間
と
し
て
、
で
き

る
部
分
は
対
応
し
て
い
き
た
い
。

 　
県
内
26
市
町
村
、
高
校
ま
で

助
成
し
て
い
る
と
思
う
が
、
そ

の
市
町
村
は
特
に
問
題
な
く
、

ス
ム
ー
ズ
に
こ
の
制
度
が
進
ん

で
い
る
の
か
。
そ
れ
と
も
、
シ

ス
テ
ム
の
構
築
に
伴
い
、
不
具

合
が
生
じ
て
い
る
状
況
も
確
認

で
き
る
か
伺
う
。

●●答 　
健
康
づ
く
り
推
進
課
長

他
市
町
村
で
実
施
し
て
い
る

と
い
う
状
況
は
認
識
し
て
い
る

が
、
標
準
準
拠
シ
ス
テ
ム
へ
の
改

修
に
関
し
て
は
、
県
内
で
今
年

度
実
施
し
た
の
は
本
村
の
み
で
、

他
市
町
村
は
、
令
和
８
年
度
に

改
修
を
行
う
。
本
来
な
ら
多
く

の
市
町
村
が
７
年
度
に
改
修
す

る
予
定
で
あ
っ
た
が
、
多
少
ず

れ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
タ
イ

ミ
ン
グ
的
に
非
常
に
難
し
い
。

現
状
と
こ
れ
ま
で
の
実
績
及

び
今
後
の
活
用
方
法
を
伺
う
。

●●答 　
教
育
長

令
和
３
年
第
２
回
村
議
会
定

例
会
に
お
い
て
関
連
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
し
、
村
総
合
運
動

公
園
及
び
村
民
の
浜
で
の
キ
ャ

ン
プ
が
可
能
と
な
っ
た
。そ
の
後
、

令
和
５
年
第
２
回
及
び
第
３
回

村
議
会
定
例
会
で
使
用
料
等
の

一
部
改
正
を
行
い
、
現
在
の
利
用

形
態
を
継
続
し
て
い
る
。
利
用
実

績
は
、
４
年
度
８
１
５
人
、
５
年

度
９
３
８
人
、
６
年
度
８
８
８
人

と
な
っ
て
い
る
。
今
後
の
活
用
方

法
は
、
他
地
域
か
ら
の
集
客
を
促

進
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
キ
ャ
ン
プ
場
の
魅
力
を

最
大
限
に
引
き
出
し
、
持
続
可
能

な
運
営
を
目
指
し
て
い
く
。

 　
こ
の
人
数
は
、
ビ
ー
チ
キ
ャ

ン
プ
の
み
か
、
そ
れ
と
も
、
オ

ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
の
利
用
者
も

含
ま
れ
て
い
る
の
か
。
オ
ー
ト

キ
ャ
ン
プ
場
の
利
用
者
は
何
名

ぐ
ら
い
い
た
か
伺
う
。

●●答 　
社
会
教
育
課
長

　
総
合
運
動
公
園
に
つ
い
て
は

指
定
管
理
者
が
管
理
し
て
お
り
、

そ
の
報
告
は
合
算
し
た
数
値
の

た
め
、
内
訳
は
な
い
。

 　
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
は
泊
っ

て
い
る
の
を
見
た
こ
と
が
な
い
。

炊
事
場
は
ト
タ
ン
屋
根
が
錆
び

て
、
捲
れ
て
い
る
箇
所
も
あ
る

の
で
、
修
繕
、
設
備
の
充
実
を

お
願
い
し
た
い
。
村
長
答
弁
の

中
で
「
キ
ャ
ン
プ
場
の
魅
力
を

最
大
限
に
引
き
出
し
」
と
あ
る

が
、
協
議
会
、
会
議
な
ど
が
行

わ
れ
る
の
か
伺
う
。

●●答 　
社
会
教
育
課
長

指
定
管
理
者
に
お
願
い
し
て

い
る
の
は
、
民
間
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を

し
っ
か
り
活
か
し
て
い
た
だ
く

と
い
う
こ
と
を
前
提
と
し
て
い

る
。
私
ど
も
行
政
に
は
な
い
進
め

方
、
セ
ン
ス
を
委
託
し
て
い
る
た

め
、
行
政
が
ど
う
こ
う
い
う
こ
と

で
は
な
く
、
し
っ
か
り
と
協
議
し

た
い
。
先
ほ
ど
指
摘
の
あ
っ
た
施

設
の
整
備
や
見
た
目
は
非
常
に

重
要
と
考
え
て
い
る
の
で
、
指

摘
は
社
会
教
育
課
か
ら
伝
え
る
。

運
営
方
法
は
、
指
定
管
理
者
の
内

部
で
し
っ
か
り
と
話
し
合
っ
た
上

で
の
周
知
の
仕
方
、広
報
を
含
め
、

検
討
し
て
い
た
だ
く
。

 　
キ
ャ
ン
プ
と
い
え
ば
、
バ
ー

ベ
キ
ュ
ー
や
花
火
が
最
大
の
魅

力
だ
と
思
う
が
、
ビ
ー
チ
で
の

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
や
花
火
は
禁
止

に
な
っ
て
い
る
の
か
。

●●答 　
社
会
教
育
課
長

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
は
可
能
だ
が
、

花
火
は
、
危
険
を
伴
う
の
で
、
遠

慮
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

 　
と
て
も
素
敵
な
場
所
で
あ
る

し
、
整
備
も
さ
れ
、
素
晴
し
い
キ
ャ

ン
プ
場
だ
と
思
う
。
も
っ
と
お
客
様

が
外
か
ら
流
入
す
る
よ
う
に
、
今
後

と
も
努
力
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

●●答 　
社
会
教
育
課
長

非
常
に
素
晴
し
い
場
所
で
の
キ
ャ

ン
プ
場
と
な
っ
て
い
る
。
指
定
管
理
者

も
収
益
を
上
げ
る
重
要
な
資
源
で
も

あ
る
た
め
、
そ
の
辺
り
も
十
分
考
え
な

が
ら
、
今
後
も
素
晴
し
い
キ
ャ
ン
プ
場

が
維
持
で
き
る
よ
う
指
定
管
理
者
と

連
携
し
、
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

問 1
今
帰
仁
村
こ
ど
も
医
療

費
助
成
制
度
の
拡
充

問 2
キ
ャ
ン
プ
場

山城　太 議員
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国
道
５
０
５
号
か
ら
崎
山
公

民
館
向
け
村
道
崎
山
線
沿
い

で
、
一
定
の
区
間
、
排
水
側
溝

が
未
整
備
の
た
め
、
そ
の
住
宅

は
排
水
を
裏
手
の
土
手
に
放
流

し
て
い
る
状
況
が
あ
る
。
土
手

の
下
に
は
畑
が
あ
り
、
生
活
排

水
に
は
洗
剤
等
、
畑
や
農
作
物

に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
雑
多
な
も

の
が
混
入
し
て
い
る
と
思
わ
れ

る
。
早
急
に
排
水
側
溝
を
整
備

し
て
い
た
だ
き
た
い
が
、
見
解

を
伺
う
。

●●答 　
村
長

現
在
の
と
こ
ろ
予
定
は
持
ち

合
わ
せ
て
い
な
い
。

 　
現
在
、
生
活
し
て
い
る
方
が

大
変
困
っ
て
い
る
。
今
後
、
検

討
で
き
な
い
か
伺
う
。

●●答 　
建
設
課
長

村
道
崎
山
線
は
、
一
部
排
水

が
な
い
状
況
で
あ
る
。
崎
山
線

の
工
事
を
実
施
し
た
の
が
お
そ

ら
く
、
昭
和
40
年
以
前
だ
と
思

う
。
そ
の
時
に
は
周
囲
か
ら
の

排
水
が
来
る
も
の
が
な
か
っ
た

の
で
は
な
い
か
と
現
状
を
見
て

の
見
解
で
あ
る
。
排
水
整
備
は
、

補
助
事
業
が
な
い
。
側
溝
の
み

を
設
置
す
る
こ
と
は
難
し
い
。

 　
村
道
を
施
工
し
た
当
時
、
住

宅
が
建
設
さ
れ
て
い
な
か
っ
た

と
思
う
。
建
設
後
に
住
宅
が
で

き
た
が
、
村
道
沿
い
で
あ
り
、

排
水
が
必
要
な
場
所
だ
と
思
う

が
見
解
を
伺
う
。

●●答 　
建
設
課
長

道
路
等
を
施
工
す
る
場
合
に

は
補
助
事
業
を
活
用
し
、
道
路

の
改
良
を
行
っ
て
い
る
。
排
水

工
事
だ
け
の
事
業
が
な
い
た
め
、

今
後
、
崎
山
線
を
改
良
す
る
と

な
る
と
き
に
、
住
宅
が
建
っ
て

い
る
箇
所
に
関
し
て
、
外
か
ら

道
路
外
の
排
水
、
汚
水
等
が
入

り
込
む
場
合
は
、
そ
の
箇
所
に

排
水
路
を
設
け
る
こ
と
に
な
る

か
と
思
う
。

過
去
に
も
一
般
質
問
に
取
り

上
げ
た
未
舗
装
の
農
道
の
件
だ

が
、
路
面
が
荒
れ
た
状
態
で
、

収
穫
後
の
農
産
物
運
搬
な
ど
に

支
障
を
き
た
し
て
い
る
。
路
面

の
整
正
補
修
か
簡
易
舗
装
等
の

対
策
が
で
き
な
い
か
と
の
強
い

要
望
が
あ
る
。
農
家
の
方
々
の

意
を
汲
ん
で
、
解
決
し
て
い
た

だ
く
こ
と
が
で
き
な
い
か
伺
う
。

●●答 　
村
長

地
域
か
ら
の
要
望
を
踏
ま
え

て
、
緊
急
性
か
つ
重
要
性
に
鑑

み
、
補
助
事
業
の
導
入
な
ど
計

画
的
に
実
施
で
き
る
よ
う
、
引

き
続
き
取
り
組
ん
で
い
く
。

 　
私
が
思
う
に
、
未
整
備
の
農

道
は
数
が
多
く
、
各
区
に
散
在

し
て
い
る
。
補
助
事
業
を
導
入

し
て
実
施
す
る
と
い
う
の
は
理

解
す
る
が
、
毎
年
、
計
画
的
に

１
つ
、２
つ
、少
し
ず
つ
実
施
し
、

最
終
的
に
は
未
整
備
の
場
所
が

な
く
な
る
よ
う
に
で
き
な
い
か

伺
う
。

●●答 　
経
済
課
長

現
在
、
要
望
と
し
て
農
道
の

整
備
は
数
多
く
あ
る
状
況
。
そ

の
中
で
、
緊
急
性
の
高
い
も
の

は
、
令
和
７
年
度
に
は
、
崎
山

の
北
山
高
校
の
下
80
ｍ
ほ
ど
の

農
道
を
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
し

た
。
た
だ
、
全
体
的
な
課
題
解

決
は
難
し
い
。
今
後
、
一
定
規

模
の
整
備
が
必
要
な
箇
所
を
把

握
し
な
が
ら
、
事
業
等
を
導
入

し
、
少
し
で
も
多
く
の
課
題
解

決
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
と

考
え
て
い
る
。
今
後
は
、
単
独

費
用
で
出
来
る
部
分
、
緊
急
性

の
高
い
部
分
、
そ
の
辺
を
確
認

し
な
が
ら
、
段
階
的
に
進
め
て

い
け
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

 　
農
道
整
備
で
は
な
く
、
補
修

に
つ
い
て
は
ど
う
か
。
舗
装
す

る
に
至
ら
な
く
て
も
、
凹
凸
の

激
し
い
悪
路
の
補
修
に
つ
い
て

伺
う
。

●●答 　
経
済
課
長

道
路
の
補
修
に
つ
い
て
、
道

路
の
状
況
な
ど
、
こ
ち
ら
の
ほ

う
も
確
認
し
な
が
ら
、
村
の
取

組
み
と
し
て
で
き
る
対
策
が
な

い
か
、
確
認
し
な
が
ら
進
め
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

上間　聰 議員

問 2
農
道
の
整
備

問 1
生
活
排
水

▲未舗装の農道
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昨
年
の
７
月
南
海
ト
ラ
フ
地
震
の

防
災
対
策
推
進
地
域
に
今
帰
仁
村
が

追
加
指
定
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
、

村
は
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
る
か
。

●●答 　
村
長

本
村
と
し
て
は
、
広
域
的
な

大
規
模
災
害
に
対
す
る
備
え
を

一
層
強
化
す
べ
き
機
会
で
あ
る

と
捉
え
て
い
る
。
村
民
の
生
命

と
財
産
を
守
る
た
め
、
平
時
か
ら

の
備
え
を
着
実
に
進
め
て
い
く

こ
と
が
重
要
と
認
識
し
て
い
る
。

 　
今
後
ど
の
よ
う
に
防
災
力
強

化
や
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
か
。

●●答 　
総
務
課
長

地
域
防
災
計
画
の
検
討
を
さ
ら

に
行
い
、
南
海
ト
ラ
フ
警
戒
区
域
に

指
定
さ
れ
た
こ
と
を
盛
り
込
ん
だ
必

要
な
見
直
し
の
準
備
を
進
め
る
。
防

災
訓
練
の
強
化
、
防
災
教
育
の
充

実
も
関
係
機
関
と
し
っ
か
り
連
携
を

と
っ
て
い
き
た
い
。
さ
ら
に
自
主
防

災
組
織
の
連
携
強
化
や
結
成
、
自
主

防
災
組
織
と
し
て
認
定
を
受
け
た
組

織
の
連
携
を
強
化
し
防
災
士
の
育
成

に
も
努
め
て
い
き
た
い
。

 　
村
内
19
字
全
て
に
防
災
会
が

必
要
と
思
っ
て
い
る
が
、
現
在

防
災
会
の
な
い
字
の
立
ち
上
げ

に
向
け
て
、
各
字
の
動
向
は
把

握
し
て
い
る
か
。

●●答 　
総
務
課
長

令
和
４
年
に
湧
川
区
、
６
年
に

越
地
区
、
７
年
度
に
仲
尾
次
区
、

玉
城
区
、
与
那
嶺
区
が
認
定
を
受

け
て
い
る
。
他
に
立
ち
上
げ
る
方

向
で
考
え
て
い
る
字
が
２
字
あ
る

の
で
、
次
期
に
結
成
が
で
き
る
も

の
と
期
待
し
て
い
る
。

 　
自
主
防
災
組
織
の
充
実
に
つ

い
て
、
本
組
織
は
地
域
住
民
の
命

を
守
る
大
変
重
要
な
役
割
を
担
う

こ
と
に
な
る
。
地
域
防
災
力
の
核

と
し
て
、
よ
り
実
効
性
の
あ
る
組

織
づ
く
り
に
村
の
積
極
的
な
関
わ

り
が
最
も
期
待
さ
れ
る
が
、
村
と

し
て
今
後
ど
の
よ
う
に
組
織
率
を

上
げ
て
い
く
考
え
か
。

●●答 　
総
務
課
長

村
内
に
は
５
字
の
防
災
会
が
結

成
さ
れ
て
い
る
が
、
各
字
の
防
災
組

織
の
結
成
は
重
要
で
あ
り
、
推
進

の
た
め
の
講
演
会
や
防
災
訓
練
な

ど
を
通
し
て
自
主
防
災
組
織
の
大

切
さ
を
訴
え
な
が
ら
各
字
公
民
館

に
も
説
明
を
し
、
区
長
の
ご
協
力

も
頂
き
な
が
ら
、
一
つ
一
つ
丁
寧

に
結
成
に
向
け
動
い
て
い
き
た
い
。

　

平
和
行
政
に
お
い
て
「
平
和

の
尊
さ
を
心
に
刻
み
、
次
世
代

を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
希
望
あ

る
未
来
を
引
き
継
ぐ
た
め
に
も
、

戦
争
の
惨
禍
が
二
度
と
繰
り
返

さ
れ
る
こ
と
の
な
い
世
界
の
実

現
を
願
い
、
今
後
と
も
平
和
行

政
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。」
と

の
基
本
姿
勢
が
示
さ
れ
て
い
る

が
、
戦
没
者
慰
霊
塔
の
移
設
や

平
和
の
森
公
園
の
整
備
も
戦
禍

の
記
憶
を
後
世
に
伝
え
て
い
く

意
味
で
は
、
意
義
深
い
取
り
組

み
と
考
え
る
が
、
整
備
に
関
す

る
現
時
点
で
の
進
捗
と
、
具
体

的
方
策
に
つ
い
て
伺
う
。

●●答 　
村
長

　
現
在
着
工
し
て
い
る
北
山
文

化
圏
セ
ン
タ
ー
整
備
事
業
に
お
い

て
、
４
つ
の
ゾ
ー
ン
を
設
定
し
、

段
階
的
な
整
備
に
取
り
組
ん
で
お

り
、
そ
の
一
つ
で
あ
る
「
自
然
ふ

れ
あ
い
ゾ
ー
ン
エ
リ
ア(

ソ
ー
リ

ガ
ー
周
辺)

」
の
中
に
、
平
和
の

森
公
園(

仮
称)

を
設
置
す
る
と

と
も
に
、
本
村
戦
没
者
慰
霊
塔
の

移
設
を
計
画
し
て
い
く
。

 　
慰
霊
塔
の
移
設
は
、
以
前
に
も

質
問
し
て
お
り
、
昭
和
30
年
の
建

立
で
70
年
が
経
過
し
、
老
朽
化
や

敷
地
の
課
題
が
あ
る
こ
と
か
ら
今

後
移
設
先
を
含
め
公
園
改
良
整
備

を
進
め
る
と
答
弁
が
あ
っ
た
。
村

で
は
年
に
１
度
平
和
祈
願
祭
が
執

り
行
わ
れ
て
い
る
場
所
で
あ
る
が
、

参
加
者
は
遺
族
会
や
区
長
会
、
役

場
職
員
、議
会
に
も
案
内
が
あ
る
が
、

遺
族
会
の
高
齢
化
や
戦
後
80
年
が

経
過
す
る
中
で
当
時
の
記
憶
も
ど

ん
ど
ん
薄
れ
つ
つ
あ
る
の
で
は
な

い
か
と
危
惧
し
て
い
る
。
平
和
祈

願
祭
は
、
一
部
の
方
だ
け
が
祈
願

す
る
も
の
で
は
な
い
。
よ
り
多
く

の
村
民
や
子
ど
も
た
ち
が
訪
れ
や

す
い
場
所
に
整
備
し
、
平
和
学
習

の
憩
い
の
場
と
し
て
活
用
で
き
る

平
和
の
森
公
園
を
整
備
す
る
こ
と

は
、
本
村
の
平
和
行
政
を
象
徴
す
る

取
組
の
一
つ
と
な
る
。
改
め
て
見
解

を
伺
う
。

●●答 　
副
村
長

何
よ
り
平
和
の
暮
ら
し
を
求
め

る
こ
と
は
、
久
田
村
政
の
重
要
な

テ
ー
マ
と
し
て
考
え
て
い
る
。
し

っ
か
り
と
村
民
や
多
く
の
方
々
が

戦
没
者
の
慰
霊
の
式
典
等
に
も
参

加
で
き
る
よ
う
な
環
境
づ
く
り
が

大
切
だ
と
思
っ
て
い
る
。
今
後
も

引
き
続
き
、
平
和
行
政
に
し
っ
か

り
と
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

 　
村
長
任
期
中
の
実
現
の
た
め

に
は
既
に
具
体
的
に
動
き
出
さ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
時
期
に
来
て
い

る
と
思
う
が
、
い
つ
頃
を
予
定
さ

れ
て
い
る
の
か
基
本
構
想
の
検
討

な
ど
一
定
の
方
向
性
を
示
す
時
期

に
も
来
て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、

具
体
的
目
安
に
つ
い
て
伺
う
。

●●答 　
副
村
長

時
期
に
つ
い
て
は
流
動
的
で

は
あ
る
が
、
今
後
想
定
と
し
て

は
令
和
11
年
頃
と
考
え
る
。
し

っ
か
り
と
計
画
を
立
て
て
、
進

め
て
い
き
た
い
。

問 1
防
災

座間味　薫 議員

問 2
戦
没
者
慰
霊
塔
移
設

及
び
平
和
の
森
公
園

の
整
備
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①
重
要
施
策
１
、
子
育
て
・
教
育
の

村
を
目
指
し
て
、（
２
）
の
村
教
育
魅

力
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
推
進
に
あ
た

る
地
域
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ー
ジ
ャ

ー
の
任
用
に
つ
い
て
伺
う
。
そ
の
中

の
（
５
）
子
供
の
居
場
所
づ
く
り
運

営
支
援
事
業
の
実
施
に
つ
い
て
、
具

体
的
な
支
援
計
画
が
あ
る
か
伺
う
。

②
重
要
施
策
２
、
健
康
・
長
寿
で
の

福
祉
の
村
を
目
指
し
て
よ
り
。（
７
）

の
部
分
の
交
通
弱
者
対
策
に
向
け
て

の
公
共
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
の
導
入
に
つ

い
て
伺
う
。
③
重
要
施
策
３
、
持
続

可
能
な
村
を
め
ざ
し
て
よ
り
の
（
２
）

北
山
文
化
セ
ン
タ
ー
整
備
事
業
の
進

捗
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。（
３
）
総
合

運
動
公
園
整
備
事
業
に
つ
い
て
伺
う
。

●●答 　
教
育
長

①
重
要
施
策
１
、
子
育
て
教
育
の

村
を
目
指
し
て
の
（
２
）
村
教
育

魅
力
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
推
進
に

当
た
る
地
域
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ

ー
ジ
ャ
ー
の
任
用
は
、
会
計
年
度

任
用
職
員
の
フ
ル
タ
イ
ム
と
し
て

任
用
す
る
。
③
重
要
施
策
３
、
持

続
可
能
な
村
を
目
指
し
て
の
（
３
）

総
合
運
動
公
園
整
備
事
業
は
、
令

和
７
年
度
は
基
本
計
画
の
策
定
、

令
和
８
年
度
は
基
本
設
計
委
託
業

務
に
お
い
て
、
総
合
運
動
公
園
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
に
向
け
た
官
民
連
携

の
可
能
性
調
査
及
び
導
入
可
能
な

補
助
事
業
の
検
討
を
行
う
。

●●答 　
村
長

①
の
重
要
施
策
１
、
子
育
て
教
育

の
村
を
目
指
し
て
、（
５
）
子
ど

も
の
居
場
所
づ
く
り
運
営
支
援
事

業
の
実
施
に
つ
い
て
、
具
体
的
な

支
援
計
画
は
、
村
内
で
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
と
し
て
、
子
ど
も
食

堂
な
ど
を
運
営
し
て
い
る
団
体
に

対
し
、
１
回
当
た
り
１
万
円
の
補

助
を
行
っ
て
い
る
。
令
和
８
年
度

か
ら
は
、
補
助
対
象
及
び
補
助
金

額
の
拡
充
を
図
っ
て
い
く
。
②
重

要
施
策
２
、
健
康
長
寿
で
福
祉
の

村
を
目
指
し
て
、（
７
）
交
通
弱

者
対
策
に
向
け
て
の
公
共
ラ
イ
ド

シ
ェ
ア
の
導
入
は
、
現
在
ラ
イ
ド

シ
ェ
ア
の
導
入
を
軸
に
関
係
機
関

と
の
調
整
を
重
ね
て
い
る
が
、
事

業
化
に
は
至
っ
て
い
な
い
。
持
続

可
能
な
地
域
公
共
交
通
に
つ
い
て

今
後
、
調
査
研
究
を
し
て
い
く
。

③
重
要
施
策
３
、
持
続
可
能
な
村

を
目
指
し
て
、（
２
）
北
山
文
化

圏
セ
ン
タ
ー
整
備
事
業
の
進
捗
状

況
は
、
令
和
７
年
度
は
保
健
セ
ン

タ
ー
改
修
、
周
辺
整
備
を
行
っ
て

お
り
、
令
和
７
年
12
月
に
追
加
さ

れ
た
財
源
を
活
用
し
、
中
央
公
民

館
改
修
事
業
、
周
辺
整
備
の
調
整

を
行
っ
て
い
る
。
令
和
８
年
度
の

整
備
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン

タ
ー
新
築
を
計
画
し
、
北
部
広
域

市
町
村
圏
事
務
組
合
を
通
し
内
閣

府
と
調
整
を
行
っ
て
い
る
。

県
で
は
令
和
７
年
９
月
か
ら
導

入
し
、
本
村
で
も
令
和
７
年
12
月

議
会
で
根
路
銘
議
員
が
一
般
質
問

し
、
前
向
き
に
検
討
す
る
と
の
答

弁
も
あ
っ
た
。
県
と
足
並
み
を
そ

ろ
え
て
早
急
に
導
入
す
べ
き
と
考

え
る
が
、
本
村
の
見
解
を
伺
う
。

●●答 　
教
育
長

学
校
及
び
教
育
委
員
会
の
意

見
等
を
踏
ま
え
、
令
和
８
年
度

か
ら
施
行
し
て
い
く
。

 　
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
た
対
応

だ
と
本
当
に
感
心
し
て
い
る
が
、

学
校
の
意
見
や
保
護
者
の
意
見
な

ど
も
踏
ま
え
て
、
導
入
に
向
け
て

い
る
と
理
解
し
て
よ
ろ
し
い
か
。

●●答 　
学
校
教
育
課
長

　
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
教
員
向

け
、保
護
者
向
け
に
行
っ
て
い
る
。

①
ゆ
が
ふ
製
糖
の
老
朽
化
に
よ

る
建
て
替
え
で
、
県
３
、
市
町

村
１
の
割
合
で
費
用
負
担
が
発

生
す
る
が
、
本
村
に
割
り
当
て

ら
れ
た
内
訳
を
伺
う
。
②
基
幹

作
物
で
あ
る
サ
ト
ウ
キ
ビ
の
生

産
向
上
の
取
り
組
み
や
、
担
い

手
の
育
成
な
ど
重
要
な
課
題
が

山
積
し
て
い
る
が
、
ど
の
よ
う

に
推
進
し
て
い
く
か
伺
う
。

●●答 　
村
長

①
本
村
に
割
り
当
て
ら
れ
た
内
訳
は
、

市
町
村
分
を
26
市
町
村
で
分
担
し
、

本
村
の
負
担
割
合
は
３.

95
％
と
な

っ
て
い
る
。
負
担
総
額
は
５
年
間
で

4
,

7
8
5
万

4
,

0
0
0
円

と

な
っ
て
い
る
。
②
本
村
で
は
こ
れ
ま

で
病
害
虫
防
除
等
に
対
す
る
支
援
を

行
っ
て
き
た
。
令
和
８
年
度
、
交
付

金
事
業
を
活
用
し
、
サ
ト
ウ
キ
ビ
農

家
に
対
す
る
支
援
を
予
定
し
て
お
り
、

引
き
続
き
関
係
機
関
な
ど
と
連
携
の

下
、推
進
体
制
の
向
上
に
努
め
て
い
く
。

 　
割
合
は
、
人
口
比
率
で
は
な

く
て
、
サ
ト
ウ
キ
ビ
の
生
産
量
や

畑
の
面
積
な
ど
、
３・９
５
％
の
根

拠
が
あ
る
か
伺
う
。

●●答 　
経
済
課
長

　
均
等
割
り
を
25
％
と
し
、
生

産
指
標
合
計
と
い
う
形
で
75
％
、

合
計
１
０
０
％
と
い
う
形
に
な

る
が
、
生
産
指
標
合
計
の
中
に

面
積
割
合
分
、
生
産
量
割
合
分
、

農
家
戸
数
割
合
分
と
い
う
形
で

細
か
く
３
つ
の
指
標
が
あ
り
、
そ

の
数
字
と
な
っ
て
い
る
。

 　
令
和
８
年
度
交
付
金
事
業
を

活
用
し
、
サ
ト
ウ
キ
ビ
農
家
に

対
す
る
支
援
に
つ
い
て
具
体
的

に
説
明
を
求
め
る
。

●●答 　
経
済
課
長

　
重
点
支
援
交
付
金
を
活
用
し
、

サ
ト
ウ
キ
ビ
生
産
振
興
農
業
従
事

者
支
援
と
い
う
形
で
、
サ
ト
ウ
キ

ビ
農
家
に
支
援
を
予
定
し
て
い
る
。

問 1
施
政
方
針

島袋　誠 議員

問 3
農
林
水
産
畜
産
業
の

振
興

問 2
ラ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
導
入
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昨
年
度
、
議
員
報
酬
が
５,
０
０
０

円
引
き
上
げ
ら
れ
、
現
在
20
万

９,
０
０
０
円
と
な
っ
た
が
、
ま
だ

適
正
と
は
言
え
な
い
待
遇
と
考
え

て
い
る
。
今
す
ぐ
報
酬
を
上
げ
て

ほ
し
い
と
い
う
質
問
で
は
な
く
、

未
来
の
村
議
員
に
挑
戦
す
る
人
材

を
呼
び
込
む
た
め
の
制
度
設
計
を

提
案
し
た
い
。
議
員
を
経
験
し
た

村
長
の
考
え
を
伺
う
。

●●答 　
村
長

議
会
に
お
い
て
十
分
な
議
論
を

し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
基
本
で
あ

る
と
考
え
て
い
る
。

 　
市
議
会
議
員
報
酬
は
市
長
給
与

に
対
し
約
47
％
と
い
う
水
準
。
村

は
、
村
長
給
与
73
万
１,
０
０
０
円
に

対
し
、
議
員
報
酬
は
20
万
９,
０
０
０

円
で
あ
り
、
そ
の
割
合
は
29
％
。
町

村
議
会
の
平
均
30
％
も
満
た
し
て
い

な
い
状
況
。
一
般
行
政
職
の
平
均
給

与
月
額
は
33
万
２,
７
０
０
円
、
現
業

種
は
25
万
１,
０
０
０
円
。
一
般
行
政

職
の
初
任
給
は
、
高
卒
20
万
３
０
０

円
、
短
大
卒
21
万
６,
５
０
０
円
、
大

卒
23
万
２,
０
０
０
円
と
な
っ
て
お
り
、

現
在
の
議
員
報
酬
は
初
任
給
水
準
に
近

い
状
況
。
何
期
積
み
重
ね
て
も
、
等
級

や
号
級
は
変
わ
ら
な
い
。
職
員
の
皆
様

の
日
々
の
業
務
の
重
さ
は
十
分
承
知
し

て
い
る
が
、
二
元
代
表
制
の
下
で
村
民

の
代
表
と
し
て
、
施
策
提
案
及
び
監
視

機
能
を
担
う
議
会
の
役
割
と
照
ら
し
た

と
き
、
現
在
の
議
員
報
酬
を
妥
当
と
評

価
す
る
か
伺
う
。

●●答 　
村
長

議
員
報
酬
は
、
自
治
法
上
で
生

活
給
の
位
置
づ
け
で
は
な
く
、
建
前

の
原
則
を
用
い
る
と
、
そ
の
下
に
自

治
体
の
財
政
状
況
や
住
民
の
理
解

に
基
づ
い
て
条
例
で
決
定
し
て
い

る
状
況
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

 　
国
は
、
令
和
５
年
度
に
議
員
報
酬

単
位
を
32
万
５,
０
０
０
円
と
想
定
。

仮
に
現
在
の
議
員
報
酬
に
10
万
円
プ

ラ
ス
し
た
場
合
、
議
員
定
数
11
人
分
で

年
間
１,
３
２
０
万
円
の
増
額
。
今
年

度
予
算
議
会
費
は
人
件
費
以
外
の
費
用

も
含
め
約
７,
１
０
０
万
円
、
増
額
し

た
場
合
議
会
費
は
８,
０
０
０
万
円
台
。

昨
年
度
議
会
予
算
が
約
７,
８
０
０
万

円
と
８,
０
０
０
万
円
台
に
近
い
予
算

額
で
し
た
の
で
、
非
現
実
的
な
数
字
で

は
な
い
。
原
価
方
式
に
よ
る
算
定
や
国

が
示
す
水
準
を
参
考
指
標
と
し
、
財
政

面
か
ら
検
討
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

●●答 　
総
務
課
長

令
和
７
年
４
月
１
日
か
ら
現
在
の

議
員
報
酬
に
上
げ
た
と
き
は
、
執
行

部
か
ら
提
案
。
行
財
政
改
革
審
議
委

員
会
に
か
け
、
全
国
の
類
似
団
体
の

平
均
ま
で
第
一
段
階
持
っ
て
い
く
と

い
う
決
定
。
そ
の
答
申
の
中
に
、
さ

ら
な
る
議
会
力
の
向
上
を
期
待
し
、

３
役
含
め
議
員
の
報
酬
、
給
与
を
改

定
す
る
最
後
の
附
帯
意
見
が
付
さ
れ

て
答
申
が
出
さ
れ
た
。
執
行
部
か
ら

議
員
報
酬
を
提
案
す
る
方
法
、
あ
る

い
は
議
員
発
議
、
執
行
部
と
の
情
報

共
有
を
し
、
執
行
部
か
ら
の
提
案
に

な
る
。
財
政
と
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
等
を

行
い
、
今
回
の
改
正
に
向
け
た
案
が

で
き
る
か
ど
う
か
見
え
て
く
る
の
で

は
な
い
か
。
議
会
で
し
っ
か
り
と
議

論
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
願
う
。

今
年
、
県
知
事
選
、
村
議
会
議

員
選
が
行
わ
れ
る
。
投
票
時
間
の

繰
上
げ
に
つ
い
て
、
去
る
衆
議
院

議
員
選
挙
と
同
様
の
考
え
で
１

時
間
繰
上
げ
を
行
う
の
か
伺
う
。

●●答 　
選
挙
管
理
委
員
会
書
記
長

今
後
の
選
挙
に
お
い
て
も
、
投

票
所
の
繰
上
げ
閉
所
を
行
う
方
針

と
伺
っ
て
い
る
。

 　
第
50
回
衆
議
院
選
挙
期
日
前

投
票
者
数
が
１,
９
２
６
人
、
投

開
票
日
当
日
が
２,
１
３
７
人
、

第
51
回
期
日
前
投
票
者
数
総
数
が

２,
２
１
５
人
、
投
開
票
日
当
日

が
２,
０
３
２
人
。
こ
の
数
字
か

ら
村
の
有
権
者
の
皆
様
の
投
票
行

動
は
投
開
票
日
当
日
に
活
発
に
行

わ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
こ

の
数
字
を
見
て
も
今
後
も
村
で
行

わ
れ
る
選
挙
に
お
い
て
、
投
開
票

日
当
日
の
１
時
間
繰
上
げ
が
必
要

だ
と
思
う
か
見
解
を
伺
う
。

●●答 　
選
挙
管
理
委
員
会
書
記
長

村
選
挙
管
理
委
員
会
は
、
去
る

参
議
院
選
挙
、
２
月
８
日
の
衆
議

院
選
挙
の
２
つ
の
選
挙
に
つ
い
て

繰
上
げ
し
、
投
票
所
を
７
時
に
閉

め
て
い
る
。
選
挙
管
理
委
員
会
と

し
て
、
総
合
的
に
勘
案
し
て
有
権

者
の
皆
様
の
利
便
性
も
含
め
公
平
、

公
正
に
し
っ
か
り
と
選
挙
を
進
め

る
中
で
の
判
断
だ
と
捉
え
て
い
る
。

今
後
も
方
針
は
１
時
間
繰
上
げ
を

す
る
と
伺
っ
て
い
る
。

 　
選
挙
は
私
た
ち
一
人
一
人
が

普
段
の
暮
ら
し
の
延
長
線
上
で
直

接
政
治
に
参
加
で
き
る
大
切
な
機

会
。
第
50
回
と
51
回
の
結
果
を

見
て
、
投
開
票
日
当
日
に
投
票
に

行
く
方
が
圧
倒
的
に
多
い
。
皆
さ

ん
の
需
要
が
あ
る
と
い
う
こ
と

が
、数
字
を
見
て
も
分
か
る
の
で
、

も
う
一
度
、選
挙
管
理
委
員
会
で
、

議
論
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

●●答 　
選
挙
管
理
委
員
会
書
記
長

村
選
挙
管
理
委
員
会
は
、
決
め

た
か
ら
押
し
切
る
と
い
う
こ
と
で

は
な
く
、
現
状
で
は
次
の
選
挙
に

つ
い
て
も
繰
上
げ
閉
所
す
る
と
い

う
見
解
を
持
っ
て
い
る
が
、
そ
の

都
度
検
討
す
る
体
制
を
取
り
た
い

と
い
う
考
え
は
あ
る
と
伺
っ
て
い

る
。
有
権
者
、
議
員
に
届
い
て
い

る
声
を
無
視
す
る
と
い
う
こ
と
で

は
な
く
、
真
摯
に
受
け
止
め
検
討

し
、
選
挙
運
営
を
し
て
い
き
た
い
。

問 1
議
員
報
酬

石嶺 美奈実 議員

問 2
投
票
時
間
の
繰
上
げ
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ふ
る
さ
と
納
税
制
度
に
お
け

る
経
費
率
上
限
40
％
へ
の
見
直

し
が
、
本
村
の
歳
入
及
び
地
元

経
済
に
与
え
る
影
響
に
つ
い
て
、

本
村
と
し
て
ど
の
よ
う
に
捉
え

て
い
る
か
、
見
解
を
伺
う
。

●●答 　
村
長

地
元
経
済
に
与
え
る
影
響
に
つ
い

て
は
、
経
費
率
圧
縮
に
伴
い
、
取
り

扱
う
返
礼
品
の
調
達
費
や
ポ
ー
タ
ル

サ
イ
ト
手
数
料
見
直
し
な
ど
、
影
響

が
あ
る
も
の
と
認
識
を
し
て
い
る
。

 　
令
和
８
年
度
の
ふ
る
さ
と
納

税
に
対
す
る
経
費
率
は
何
％
な

の
か
伺
う
。

●●答 　
企
画
財
政
課
長

　
経
費
率
は
47
・
５
％
を
見
込

ん
で
い
る
。

 　
47.

５
％
と
い
う
こ
と
だ
が
、

ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
の
手
数
料
は
何

％
を
見
込
ん
で
い
る
か
。
当
初
予

算
で
ふ
る
さ
と
納
税
推
進
事
業
と
し

て
、
１
億
５,
０
０
０
万
円
の
計
上

が
あ
っ
た
が
、
令
和
８
年
度
寄
附
額

で
は
い
く
ら
見
込
ん
で
い
る
か
伺
う
。

●●答 　
企
画
財
政
課
長

　
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
な
ど
を
介
し
た
事
業

者
に
対
し
て
支
払
う
手
数
料
は
、

お
お
よ
そ
11
％
か
ら
13
％
の
範

囲
と
な
っ
て
お
り
、
配
送
料
等
含

め
る
と
約
20
％
か
ら
22
％
の
手

数
料
と
な
る
。
令
和
８
年
度
の
寄

附
額
は
、５
億
円
を
目
標
と
し
て
、

取
組
強
化
を
進
め
て
い
き
た
い
。

県
に
お
け
る
宿
泊
税
導
入
の

動
き
を
踏
ま
え
、
本
村
に
お
け
る

宿
泊
税
導
入
の
必
要
性
及
び
今
後

の
検
討
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

●●答 　
村
長

近
隣
市
町
村
の
状
況
を
聴
取
し

た
経
緯
が
あ
る
。
今
後
は
、
既
に

導
入
が
決
ま
っ
て
い
る
県
や
近
隣

市
町
村
の
状
況
な
ど
情
報
収
集
を

行
い
、適
時
適
切
に
対
応
し
て
い
く
。

 　
村
が
独
自
に
宿
泊
税
を
導

入
し
な
く
て
も
宿
泊
事
業
者
は
、

宿
泊
税
２
％
を
県
へ
納
付
し
な

け
れ
ば
い
け
な
い
時
が
来
る
。

県
へ
宿
泊
税
と
し
て
納
付
さ
れ

た
場
合
、
県
か
ら
各
市
町
村
へ

配
分
さ
れ
る
と
聞
い
て
い
る
が
、

情
報
が
あ
る
か
伺
う
。

●●答 　
経
済
課
長

　
宿
泊
税
を
独
自
で
導
入
し
て
な

い
自
治
体
は
、
県
と
１
対
１
の
割

合
で
市
町
村
に
配
分
を
す
る
計
画

で
検
討
し
て
い
る
と
伺
っ
て
い
る
。

 　
県
と
１
対
１
と
の
こ
と
だ

が
、
村
は
ど
の
ぐ
ら
い
か
、
試

算
等
が
で
て
い
る
か
伺
う
。

●●答 　
経
済
課
長

　
ま
だ
検
討
段
階
で
、
各
市
町

村
の
配
分
や
金
額
は
具
体
的
に

示
さ
れ
て
い
な
い
。

 　
１
対
１
の
中
で
各
市
町
村
に
ど

の
ぐ
ら
い
配
分
さ
れ
る
か
分
か
ら

な
い
、
そ
れ
を
期
待
す
る
よ
り
村
と

し
て
独
自
の
宿
泊
税
を
つ
く
る
た

め
条
例
を
制
定
し
て
、
独
自
で
財
源

を
確
保
す
る
。
そ
う
い
っ
た
動
き
が

必
要
と
思
う
が
、
見
解
を
伺
う
。

●●答 　
経
済
課
長

　
県
、
近
隣
の
本
部
町
な
ど
、
導

入
に
向
け
て
具
体
的
に
動
い
て
い

る
。
情
報
収
集
し
、手
続
の
流
れ
、

試
算
の
方
法
を
含
め
て
県
か
ら
本

村
で
ど
れ
ぐ
ら
い
収
入
が
見
込
め

る
か
な
ど
、
具
体
的
な
情
報
収
集

が
可
能
に
な
る
と
考
え
て
い
る
。

 　
村
は
宿
泊
税
を
導
入
す
る
考

え
が
あ
る
か
伺
う
。

●●答 　
経
済
課
長

　
今
後
、
大
型
ホ
テ
ル
な
ど
の
建
設

予
定
が
幾
つ
か
あ
る
。
そ
の
中
で
、

導
入
に
向
け
て
検
討
し
て
い
く
良
い

機
会
と
考
え
て
お
り
、
前
向
き
に
検

討
し
て
進
め
て
い
き
た
い
。

村
営
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
整
備
に

つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
検
討
な
さ
れ

て
き
た
と
承
知
し
て
い
る
が
、
現

在
の
検
討
状
況
及
び
今
後
の
整
備

方
針
に
つ
い
て
見
解
を
伺
う
。

●●答 　
村
長

現
在
、
用
地
取
得
に
つ
い
て
、

関
係
者
と
調
整
を
行
っ
て
い
る
。

整
備
方
針
は
広
く
村
民
の
意
見
な

ど
を
拝
聴
し
な
が
ら
進
め
て
い
く
。

 　
今
ど
の
よ
う
な
状
況
な
の

か
、
そ
の
場
所
で
パ
ー
ク
ゴ
ル

フ
場
が
開
業
で
き
る
の
か
ど
う

か
含
め
て
、
説
明
を
求
め
る
。

●●答 　
企
画
財
政
課
長

　
相
手
側
の
測
量
は
完
了
し
て

い
る
。
書
面
で
図
書
な
ど
を
提
供

頂
き
、現
在
精
査
を
行
っ
て
い
る
。

 　
村
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
が
で
き

る
と
期
待
し
て
も
い
い
か
。
い

つ
頃
開
業
で
き
る
か
伺
う
。

●●答 　
企
画
財
政
課
長

　
現
段
階
で
は
、
絵
を
描
け
て
い
な

い
た
め
、
は
っ
き
り
と
申
し
上
げ
ら

れ
る
状
況
で
は
な
い
が
、
着
実
に
用

地
取
得
に
向
け
て
の
意
見
交
換
を
行

い
、
整
備
に
向
け
て
進
め
て
い
る
。

 　
用
地
を
取
得
し
て
開
業
す
る

ま
で
大
体
ど
の
ぐ
ら
い
の
期
間

が
か
か
る
か
伺
う
。

●●答 　
企
画
財
政
課
長

　
面
積
が
広
大
で
あ
る
た
め
、
開

発
申
請
、
造
成
な
ど
設
計
を
含

め
１
年
、
２
年
の
計
画
で
あ
る
。

與那 勝治 議員

問 1
ふ
る
さ
と
納
税

問 2
宿
泊
税

問 3
村
営
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
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議席 1 2 3 議長 5 6 7 8 9 10 11

令和8年第1回定例会  令和8年3月5日（木）              

令和8年第1回定例会  令和8年3月6日（金）              

令和8年第1回定例会  令和8年3月19日（木）              

令和8年度沖縄県町村土地開発公社事業計画書について

工事請負契約について

令和7年度今帰仁村一般会計第10回補正予算について

令和7年度今帰仁村国民健康保険特別会計第5回補正予算について

令和7年度今帰仁村後期高齢者医療特別会計第2回補正予算について

今帰仁村長及び今帰仁村議会議員の選挙における選挙運動の公費負担に関する
条例の制定について

今帰仁村犯罪被害者等支援条例の制定について
地方自治法の一部を改正する法律等の施行に伴う関係条例の一部を改正する条
例について

今帰仁村職員の給与に関する条例の一部を改正する条例について

職員の旅費に関する条例の全部を改正する条例について

職員の旅費に関する条例の全部改正に伴う関係条例の一部を改正する条例について

今帰仁村職員の給与に関する条例の一部を改正する条例について

現業職員の給与の種類及び基準に関する条例等の一部を改正する条例について
今帰仁村会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一部を改正する
条例について

令和8年度今帰仁村一般会計予算について

令和8年度今帰仁村国民健康保険特別会計予算について

令和8年度今帰仁村後期高齢者医療特別会計予算について

令和８年度今帰仁村水道事業会計予算について

工事請負契約について

今帰仁村教育委員会の教育長の任命について

今帰仁村教育委員会の委員の任命について

〇 〇 〇 　 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 　 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 　 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 　 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 　 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 　 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 　 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 　 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 　 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 　 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 　 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 　 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 　 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 　 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 　 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 　 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 　 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 　 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 　 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

× 〇 × 　 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 　 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議

決

結

果

議案

議
案
番
号

東

恩

納

寛

政

山

城

太

座

間

味

薫

與

那

勝

治

島

袋

誠

上

間

聰

石

嶺

美

奈

実

上

原

祐

希

島

袋

輝

也

根

路

銘

弘

美

座

間

味

靖

氏  

名

議決結果・賛否一覧表
「○」：賛成「×」：反対「欠」：欠席「退」：退席「公」：公務の欠席「病」：法定伝染病の欠席。

議長は採決に加わらないため斜線としていますが、可否同数の場合に採決権があります。

報 　 告
第 1 号

議 　 案
第 11 号
議 　 案
第 16 号
議 　 案
第 17 号
議 　 案
第 18 号

議 　 案
第 5 号
議 　 案
第 6 号
議 　 案
第 7 号
議 　 案
第 8 号
議 　 案
第 9 号
議 　 案
第 10 号
議 　 案
第 8 号
議 　 案
第 9 号
議 案
第 10 号
議 案
第 12 号
議 案
第 13 号
議 案
第 14 号
議 案
第 15 号
議 案
第 19 号
同 意 案
第 1 号
同 意 案
第 2 号

報 告

可 決

可 決

可 決

可 決

可 決

可 決

可 決

可 決

可 決

可 決

可 決

可 決

可 決

可 決

可 決

可 決

可 決

可 決

可 決

可 決
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■賛成討論　７番　島袋　誠　議員　
　議案第67号　令和７年度今帰仁村一般会計第７回補正予算に対して、原案に対して賛成の立場から討論する。今、修正動議が上が

り、質疑もいろいろ交わされる中で、いろいろ考えているが、先ほど修正動議、２名の提出があるが、１名の方がいろいろ質疑を対応し

たが、どう思うとか、私は考えるとか、本当に個人の感想なんですよね。個人の感想でこの修正動議を出すのか。先ほどからやってい

る、いろいろやり取りがあったものを質疑でやれば、どんどん内容が深まったのにそれができない。そうですね。もう質疑できない段

階になってしまっているので、この修正動議の在り方等も当たっているのかと思いながら話を聞いていた。提出議員は、元総務課長と

いう立派な職務をこなした方が、今の行政が判断し、今の行政職員、課長はじめ、村長、副村長も苦労なさったと思う。そして、いろいろ

対応もしたというふうにさっきも説明あった。ブルーシートを敷いたので、雨の日など特に対策などいろいろやったのでしょう。

　胸を張って自信を持って、その職員たちにも言えるのかなというふうに感じる。平成22年からこの件が発生し、十五、六年進まない

状況で、一刻も争う災害である。やはり建物に被害を及ぼす恐れがあるもの、十五、六年進まない、もう一刻も早くしないといけないも

のをはっきりできなかった。その上で３回も村長が変わっていると思う。ようやく予算に上がってきたのも、私議員９年だが初めてこ

ういうことを正直知った。それまでなかった。ようやくできたことを前に進めるということである。そこに住んでいる人のもう人権を

ないがしろにしてなかったのかなというのが不安でしかない。早急に対応しなければならないのが本当に今ようやくできているとい

うことで、先ほどの当局からの説明でも感じた。今の質疑も含めて、原案に反対できる材料がない。賛成しかできない。逆に反対する理

由が本当に見えてこない。これがもう建物だけならいいが人災が起こってからだったらどうしたのかという、本当に補償問題等も考

えるだけで恐ろしいかなと思っている。先ほども触れたが、これを質疑でやれば深まって、また考える機会にもなったと思うが、それ

が行えなかったというのが非常に残念である。本当にこの原案に対して、賛成の立場で討論しているので、そこに反対する勇気のほう

が私はもうすごいかなと思っている。今の質疑の内容も聞いて、ぜひ皆さん原案に対して賛成していただけるよう討論を終わる。

■反対討論　３番　島袋　輝也　議員
　７番議員のほうから質疑のほうでもっと深まるということがあった。それについては理解をする。この案件について、やはり行財政

の公正・公平な運用、行政の根幹に関わることなので、その辺をしっかり肝に銘じた上で私は反対の立場で原案に反対の立場で討論す

る。私がこの一般会計補正予算中の財産購入等に関わる予算について反対する理由として、質疑の中でも答えているが、当該支出の財

源として充当されている今帰仁村公共施設等総合管理基金条例第１条は目的として、公共用または公用に供する施設の新設、長寿命

化更新整備、統廃合等を計画的に行うためと定めている。今回の住宅宅地、畑、雑種地の土地取得は、災害リスクを理由とするものであ

り、同条例の目的には明確に合致せず、条例の趣旨に反すると疑問を持っているので出した。それと自治法241条のこの条例を規定す

る根本条例については、目的以外に対しては、基金の取崩しをしてはいけないということもある。また２番目の理由として、国の要請

を受けて2013年公共施設等総合管理計画を策定している。これに基づいて、今帰仁村公共施設等総合管理計画、以下、総合管理計画と

言うが、今回の当該土地住宅の取得は村総合管理計画に位置づけられていない。

　仮に将来的に位置づける予定があるとしても、単なる将来必要になるかもしれないというような抽象的な理由で不十分ではないか

なと考えている。条例計画の位置づけに加え、具体的な利用計画や財政的な裏づけが揃って初めて住民の納得が得られるので、位置づ

けのみでは形式的に過ぎず、将来住民監査請求など不当となるリスクがある。判例として何箇所かそのような判例もある。３番目とし

て、地方自治法第２条第14項は地方公共団体は住民の福祉の増進に努めるとともに、最少の経費で最大の効果を上げるようにしなけ

ればならないと定めている。また、地方財政法第４条１項は、地方公共団体の経費はその目的を達成するために、必要かつ最少の限度

を超えてこれは支出してはならないと規定している。

　これら住民の税金の財源を無駄なく適正に運営し、コストベネフィットの観点から経済的合理性を追求することが求められる内容

で、その法律を定められている。価格の妥当性や手続の透明性が考察されていないと私は考えている。必要性や本件のみ買取る合理的

基準を示されていないので、十分な検討が行われていないため、地方自治法第２条第14項及び地方財政法４条第１項に照らして、私は

疑問を持っているので修正動議を出した。４番目に本件のみ買取る合理的な基準が示されておらず、この本件を買取ることによって、

村民間の公平性や行政の平等原則に反するのではないかと考えている。また、土地・住宅取得以外の選択肢、先ほども質疑の中で答え

たが、安全対策工事管理強化、移転補助等の比較検討がされたのか。代替案なき取得になっているとして計画をもう少し組立ててから

判断をすべきではないかと考えている。22年来ということについては、やはり土砂災害区域に指定されていると、どうなるのですかと

いうようなものがあるので、土砂災害区域に指定されると、市町村は地域防災計画の中で、土砂災害に関する情報の収集、伝達、予防ま

たは警報の発令等の伝達、救助、その他の警戒避難体制に関する事項を定めることになっている。

　これは防災計画の中に定められているとは思うが、市町村長は警戒避難に必要な情報もハザードマップなど、家庭への配布などを

行うべきだと思う。また、不動産に関しては宅地建物取引業者、土砂災害警戒区域だということで重要事項説明には必ず書かなければ

ならない。そういう観点からしても、その土地だけにすると住民間の不公平が生じるのではないかということが考えられるので、私は

村民への説明責任が十分果たされておらず、公共性や将来の維持管理の方針が不明なまま、予算執行が組まれるのは非常に危惧を感

じている。ただ、12月11日に住民説明会は土砂災害区域の住民、区長等を招集しての説明が県のほうからあったということ。この案件

について、購入等の今後の村の方針として、災害区域についての土地、財産等については、将来、本件案件のように買取る方向性、移転

の方向性という説明がなかったということを聞いているので、まだまだこの案件についての考え方はもう少し整理してから計上した

ほうがいいと考えているので、原案に反対の立場から討論をする。

令和7年第4回定例会　
12月18日　議案第67号「令和７年度今帰仁村一般会計第７回補正予算について」
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■反対討論　８番　與那　勝治　議員　
　修正動議に対して反対したいと思う。議案等で審議できなかったので修正動議を提出するようにしか聞こえないが、修正動議に対し

て、反対自体は民主的な議論において当然認められるべき行為と思う。しかし、この反対が説得力を持つためには前提として確認すべき

手続と姿勢があると思う。まず、疑問や問題意識があるのであれば、なぜそう判断したのかを相手に問い、説明を受けることが必要だと思

う。質疑・質問もせず、事実関係の確認もしないままおかしいと、認められないと、結論だけを示すのであれば、それは議論ではなく、単な

る意見表明に近いものになる。特に、法律や条例に違反しているのではないか、公平性に欠けるのではないかといった重い指摘をするの

であれば、なおさら慎重であるべきだと思う。今回示されているのは違法であると断定するものではなく、自分はそう解釈しない、疑問が

ある。考えられる。という解釈の違いにとどまっていると感じる。

　法律や制度の解釈というのは、状況や目的、前提条件によって幅があり、一つの見方だけが常に正解とは限らない。だからこそ、解釈

が分かれる場合には、質疑・質問を通じ、整理することが必要になる。説明を求める努力もなく、結論だけを先に示す姿勢は、冷静な議

論というよりも、結論ありきの態度に見えてしまう。本来求められるのは納得できないから反対することではなく、なぜ納得できない

かを明らかにし、その是非を皆で判断することだと私は思う。質疑・質問や議論も行われないまま、解釈の違いだけを理由に認められ

ないと結論づけてしまうのであれば、そもそも議案について審議を行う意味はどこにあるのか。加えて言えば、日頃から議案について

は、より丁寧な説明が必要だ。説明責任を果たすべきだと求めている立場であるならば、まずは自らが疑問点を問い、議論を通じて説

明を引き出す姿勢を示すことが一つの手本になるのではないか。説明を求めながら質問せず、議論を重視すると言いながら議論の場

を設けないまま反対の意思を示すのであれば、その姿勢に違和感を覚える人がいるのも無理はない。

　疑義があるのであればこそ、当局に対し丁寧な説明を求め、その説明を踏まえた上で賛否を判断する。その積み重ねこそが、議論の信頼

性を高めるものだと思う。疑問があるからこそ、質疑・質問があり、意見の違いがあるからこそ議論がある。そうした過程を経て初めて、賛

成か反対かの判断が社会的な重みを持つものだと思う。以上の点を踏まえると、本件修正動議は十分な質問や議論を経ないまま、解釈の

相違のみをもって結論が示されたものと言わざるを得ない。よって、私は本修正動議は賛成できず、反対の立場を表明する。皆様におかれ

ても、結論の是非だけでなく、この判断に至るまでの過程や姿勢が私たちの議論にどのような重みと納得感をもたらすのか、いま一度考

えていただき、本修正動議に対するご判断をお願い申し上げ討論を終わる。

■賛成討論　１番　座間味　靖　議員　
　私は、修正動議に賛成の立場で討論をしたいと思う。先ほどからあったように全協の中で、担当課のほうから説明があった本場所は

土砂災害指定区域になっているということで、村が買い取るという説明だが、その説明を受けたときに、目的が買って後、どのように

使うのかというところが少し疑義が残っていた。そのときにいろいろ質問ができればよかったが、まだ、そこまで理解が追いつかなく

てそのまま全協では特に意見も言えなかった。それからしばらくして、同僚議員から修正動議を出したいということで、原案が私のほ

うにも提供があって、法的にこの土地を買うことが大丈夫なのかというところがあり、それで原案をいつもお世話になっている琉大

の法律の専門家の方に一応投げかけて、アドバイスをもらった。それで修正動議の特にこの１、２、３に関しては、先ほど村長の答弁の

中で、弁護士にも相談をしたということがあったが、法的にも疑義があるということであった。

　１番目、当該支出の財源として充当されている今帰仁村公共施設等総合管理基金条例第１条は、目的として公共用または公用に供

する施設の新設、長寿命化、更新整備、統廃合等を計画的に行うためと定めているが、今回の住宅宅地、畑、雑種地の土地取得は、災害リ

スクを理由とするものであり、同条例の目的に明確には合致せず、条例の趣旨に反する疑義があるということ。２番目が、本村では、国

の要請を受けて、2013年に公共施設等総合管理計画を策定し、これに基づき今帰仁村公共施設等総合管理計画を定めている。ところ

が、今回の当該土地住宅の取得は、村総合管理計画に位置づけられていない。

　仮に将来的に位置づける予定があるとしても、単なる将来必要になるかもしれないという抽象的な理由では不十分である。条例や

計画への位置づけに加え、具体的な利用計画や財政的裏づけが揃って初めて、住民の納得が得られるものであり、位置づけのみでは形

式的に過ぎず、住民監査請求等で不当とされるリスクが残る。３番目、地方自治法第２条第14項は、地方公共団体は住民の福祉の増進

に努めるとともに、最少の経費で最大の効果を上げるようにしなければならないと定めている。また、地方財政法第４条１項は、地方

公共団体の経費は、その目的を達成するための必要かつ最少の限度を超えて、これを支出してはならないと規定している。

　これらは住民の税金などによる財源の無駄なく適正に運営し、コストベネフィットの観点から、経済的合理性を追求することを求める

ものである。今回の買取りは不動産業者からの売却打診が先行しており、価格の妥当性や手続の透明性が確保されていない。必要性や本

件のみを買取る合理的な基準も示されておらず、十分な検討が行われていないため、地方自治法第２条第14項及び地方財政法第４条第

１項に照らして疑義がありますという専門家のアドバイスを受けている。それで今回この修正動議に賛成の立場で討論した。

令和7年第4回定例会　
12月18日　議案第67号「令和７年度今帰仁村一般会計第７回補正予算について」修正動議（修正案）

　歳入　
　10款1項　地方交付税の原案「14,199千円」を「12,599千円」に修正した案（1,600千円減額）

　18款1項　繰入金の原案「62,512千円」を「42,512千円」に修正した案（20,000千円減額）

　歳出　
　 2款1項　総務管理費の原案「425,400千円」を「403,800千円」に修正した案（21,600千円減額）

修正動議の概要
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全国大会に出席した県北部町村議会議長

議員が行う村の事務、

地方行財政等に関する

調査研究 ( 視察を含

む。) 及び調査委託に

要する経費

①議員が行う研修会、講

演会等の実施（共同開催

を含む。）に要する経費

②団体等が開催する研修

会 ( 視察含む。)、講演会

等への議員及び議員の雇

用する職員の参加に要す

る経費

議員が行う活動の広

報・広聴活動に要する

経費

議員が行う要請陳情活

動、住民相談等の活動

に要する経費

①議員が行う各種会議、

住民相談会等に要する

経費

②団体等が開催する意

見交換会等各種会議へ

の議員の参加に要する

経費

議員が行う活動に必要

な資料を作成するため

に要する経費

議員が行う活動のため

に必要な図書、資料等

の購入、利用等に要す

る経費

議員が行う活動のため

に必要な事務所の設置

及び管理に要する経費

議員が行う活動に係

る事務の遂行に要す

る経費

議員が行う活動を補

助する職員を雇用す

る経費

≪政務活動費≫ 政務活動費は、地方自治法100条14項～16項の規定及び今帰仁村議会政務活動費の交付に関する条

例に基づき、議員の村政に関する調査研究に資するため必要な経費の一部として交付されるものです。

※交付額･･･１人当たり年間120,000円（月額10,000円×12ヶ月）

※返還･･･交付総額から支出の総額を控除し残余がある場合は返還になります。

令和7年度　政務活動費収支報告書

政 務 活 動 費

交付対象となる経費

氏名
交付
総額

残余費
（返還）調　査

研究費 研修費
広　報
広聴費

要請陳情
等活動費 会議費

資　料
作成費

資　料
購入費 事務所費 事務費 人件費 合計

使　　　　　途

座間味　靖

根路銘弘美

島袋　輝也

上原　祐希

石嶺美奈実

上間　　聰

島袋　　誠

與那　勝治

座間味　薫

山城　　太

東恩納寛政

　　計

120,000

120,000

120,000

120,000

120,000

120,000

120,000

120,000

120,000

120,000

120,000

1,320,000

94,361

92,000

88,640

0

1,320

0

0

0

100,700

88,640

100,420

566,081

0

50,300

0

0

1,500

0

0

0

0

0

0

51,800

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

94,180

0

0

0

105,324

0

0

0

199,504

0

0

0

0

1,012

0

0

0

0

0

0

1,012

0

0

0

0

14,588

0

0

0

0

0

0

14,588

0

0

23,530

0

70,584

0

0

0

0

0

0

94,114

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

6,500

0

0

0

0

0

0

0

0

6,500

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

94,361

142,300

118,670

94,180

89,004

0

0

105,324

100,700

88,640

100,420

933,599

25,639

0

1,330

25,820

30,996

120,000

120,000

14,676

19,300

31,360

19,580

408,701
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2/9（木）名護市内  
北部市町村議会議員・事務局職員研修会

3/30（月）今帰仁村内  
今帰仁村と公立大学法人名桜大学との包括連携協定締結式
    ～ ゆがふむら みんなでつくる 未来をつなぐ ～

講演   「地域連携の取り組みについて」
講師　名桜大学　地域連携機構長

2/26（木） 南風原町内  
町村議会議員・事務局職員研修会

講演   「市町村行財税政等の状況及び地方統一選挙について」
講師　沖縄県市町村課長
講演  「沖縄の子こそ東大を目指すべき」
講師　NPO おきなわ学びのネットワーク理事

4/16（木） 名護市内  
北部地域の道路網の整備促進並びに離島
架橋の早期実現に向けた決起大会

　
今
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仁
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会
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三
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会

は
、新
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予
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を
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目
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村
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す
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▲ 沖縄県動物愛護管理センター（南城市内）でネコの保護状況を聞き取り、
　 施設を視察

▲ ボランティアで活動しているネコ保護団体　
　 の保護状況を聞き取り、施設（村外）を視察

総務文教委員会にて陳情審査のため、県動物愛護センター等を視察


